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１．はじめに  
近年，完成後の補強土壁に基準値を超過する壁面パネルのはらみ出しが報告1)されたが，その要因として，

施工途中に盛土の物性が変化したにも拘わらず，それを把握していなかった点が指摘されている．一方，木幡

ら2)は北海道庁で構築した補強土壁の変状事例を調査しており，その要因は冬期施工に伴う盛土内への凍結土

の混入，不適切な盛土材の使用，盛土の施工不良などとしている．筆者らは時折，北海道内の補強土壁の変状

対応を行っているが，上記の木幡らの見解の根本には，受発注者の補強土壁に対する認識不足や情報共有不足

に起因する人為的な課題を抱えていると考える．本報告は，工事における補強土壁の品質確保を目的として，

受発注者が補強土壁チェックリスト（以下，チェックリスト）を用いた施工現場での取組み事例である． 
２．チェックリスト試行に至る経緯 
 筆者らはオホーツク地域の発注者，主要な補強土壁メーカー，施工業

者，設計コンサルタントらと「補強土壁わかってん会（以下，わかって

ん会）」を設立した 3)．わかってん会は上記の問題点を解決すべく各自

が暗黙知として有する事例を述べて，メンバー全員で具体的な解決策の

可能性を議論した．その結果の一つとして，発注者，施工業者，設計コ

ンサルタント，補強土壁メーカーらが補強土壁の基本原理や施工に関し

て遵守すべき事項等を相互確認するシステムである．既に主要な補強土

壁工法の設計・施工マニュアル例えば 4)には，施工時に留意すべきチェッ

クリストが存在するが工法に特化した内容であるため，わかってん会で

は，受発注者が把握できる基本的な補強土壁の原理や施工時に留意す

べき事項を相互確認するリストを作成した． 
表-1 はチェックリストの主要な項目であり，現場で使用する補強土

壁の種類，盛土材料，排水対策，施工の留意事項，協議・立会に関す

る基本的な事項が記載されている．受発注者は施工前の円滑化会議（技

術調整会議）や施工途中に現場条件が変化（盛土材料，排水対策など）

した場合，対象項目に対してチェックリストを使用し相互確認する． 
図-1はチェックリスト補足資料（以下，補足資料）であり，過去の

変状事例やその変状要因，盛土材料の違い（細粒分の多少），締固めの

状態，排水対策，仮排水対策など写真を多く使い平易に紹介している． 
受発注者はチェックリストで該当する項目を相互に確認するが，た

とえ補強土壁の工事経験が浅くても補足資料を用いることで，補強土

壁の原理や施工上の留意点などを理解しやすいよう配慮している． 
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表-1 チェックリストの主要な項目 

図-1 チェックリスト補足資料の一部 
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３．地域高規格道路におけるチェックリストの試行 
 図-2 はチェックリストの運用フローである. チェックリストは

詳細設計業務と工事の両方に対応しており，発注者と設計コンサル

タント，発注者と施工業者がチェックリストの各項目をクロスチェ

ックできる構成である．今回のチェックリストの試行は円滑化会議

後に実施されたため，図-2 の赤枠内のみの運用であった．  
写真-1 は地域高規格道路内の切土箇所に補強土壁を構築する位

置において，発注者，施工業者，設計コンサルタント，補強土壁メ

ーカーの担当者がチェックリストを用いて湧水を確認している状

況である．当該箇所は浅い沢地形となっており，切土によって湧水

が顕在化したようである．筆者らの経験では補強土壁の変状の要因

として，受発注者が湧水に気づかないまま盛土が完了し，補強領域

内の盛土内水位が上昇して内的安定が損なわれるケースがある．今

回の事例のように，受発注者の双方で湧水箇所を確認し，それに対

する具体的な排水対策や流末処理などが記録をチェックリストに

残すことにより，道路供用後に当該補強土壁に不測の事態が生じた

としても，少なくても排水対策に問題が無い証拠になると思われる． 
工事終了後，施工業者は発注者に提出する補強土壁関連の資料と

して，①チェックリスト（共通編，各工法編），②設計諸元，③最

終図面（補強土壁一般図，展開図，構造詳細図，排水系統図）であ

るが，チェックリストに受発注者が相互確認した手書き資料も電子

納品データとして保存する予定である． 
寒地土木研究所では，北海道開発局（以下，開発局）が管理する既設補強土壁に対して，関係者で情報共有

できる既設補強土壁の維持管理ネットワークの構築を目指している．これは，道路管理者のほか，年間の国道

維持管理業務を担当する設計コンサルタント，補強土壁メーカーが情報を共有することで，自然災害等で既設

補強土壁に異常が生じた場合，迅速に対応できる予防保全的な情報共有ツールとして機能すると考えられる． 
情報共有ツールは，道路構造物等のデータベース「MICHI システム」内の補強土壁に関するデータを抽出

して不足する諸元等の情報を補完した上で，防災点検対象や新たに施工した補強土壁の情報（チェックリスト

を含む）を取込んだデータベースであり，令和 3 年度の運用に向け準備を行っている．  
４．まとめ 
 本報告は受発注者がチェックリストを用いて補強土壁の品質向上に取組んだ事例である．今回は工事発注後

の工事途中においてチェックリストを活用したが，次年度は工事発注後の円滑化会議や道路詳細設計業務でチ

ェックリストを活用するほか，施工後の補強土壁データの一元的なデータ保管方法や既設補強土壁のデータベ

ースを活用した維持管理体制の構築など，開発局での全面的な運用に向けた最終段階である． 
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図-2 チェックリストの運用フロー 

写真-1 現場でのチェックリスト試行 
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